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縞パターン形成の多様性を生み出すネットワーク 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

 

オオヒメグモでは体節形成の基盤となる周期的縞パターンはダイナミックで多様性のある様式によ

り形成される。本研究では、遺伝子発現の時空間変化を単一細胞の解像度で解析し、最初の非

対称性の形成から多様な発生様式による縞パターンの形成までを実現する分子ネットワークを明

らかにしたいと考えている。昨年度までに、オオヒメグモ胚を用いた Single-cell および Single-

nucleus RNA-seq の実験系を確立し、特に後者がパターン形成の解析に有効であることを示した。

今年度はまず、同心円パターンが形成される胚盤期胚をこれらの方法により解析した結果を論文と

して発表した。続いて、縞パターンが形成される胚帯期胚から取得した Single-nuc RNA-seq デー

タの解析を進めた。UMAP により次元削減して可視化すると縞パターンが再構築されることが分か

り、このパターンを数学的に解析する方法の構築を行っている。UMAP データを直線化することに

より、AP 軸に沿った遺伝子発現を１軸上の数値データとして扱えるようになった。このデータから

AP 軸の領域化の解析や繰り返しパターンを示す遺伝子の同定、胚盤期との比較を行っている。さ

らに、パターン形成の時間変化の解析を行うために、同時に生まれた兄弟胚から一定時間おきに

核をサンプリングし、経時的なデータの取得を進めている。胚盤期初期から胚帯期後期までのデ

ータ取得を完了した。 
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